




              和田 敦彦（教育・総合科学学術院教授） 
― 前図書館副館長 ― 
 
読書の「いま」 
 この九月までの二年の間、副館長という形で早稲田大学
図書館にかかわることとなったが、それは自身にとって非常
に貴重な経験でもあり、その間、気になった点、気づかされ
た点も多かった。そうした点を、機会を頂いたので少し書き
記しておきたい。 
 もともと私の専門領域は、日本文学研究の中でも、特に読
者や読書の歴史にある。図書館は重要な読書環境の一つ
なので、図書館自体が、私にとっての大事な研究対象でも
ある。七、八年前からは海外の日本語図書館を調査対象に
していることもあって、北米を中心として数多くの図書館で
のフィールドワークも行ってきた。つまり、私にとっては、図
書館で働くということは、実に研究と実務を兼ねることのでき
る貴重な機会でもあった。 
 また、内外の学術図書館の歴史や現状についてもふれた
拙著『越境する書物』（新曜社、2011 年）の執筆、刊行と図
書館の仕事がちょうど重なっていたこともあって、早稲田大
学図書館を外側の利用者としてばかりではなく、内側からも
興味津々で眺めながら仕事をしており、そのことが拙著にも
また反映していった。 
 大学図書館において利用者には欠かせない膨大な電子
ジャーナルは、価格上昇やその契約形態を含めて、各地の
大学が頭を悩ませている問題だが、その深刻さや、解決策
を切迫した問題として意識できたのもそのおかげである。ま
た、一方で大学図書館はこうした電子資料の積極的な作
成、発信にも取り組んでいる。早稲田大学図書館は文献資
料のマイクロ化やデジタル化のプロジェクトをこれまでに各
種展開してきており、所蔵する古典籍の総デジタル化、提
供を行う古典籍総合データベースは、その提供資料の規
模、質、利用条件、書誌情報といった多くの点からみて、非
常にすぐれたデジタル・ライブラリであり、海外の利用者から
も高く評価されている。なぜ、どのようにしてそれが可能にな
ったのか。そして今後どうするべきなのか。デジタル・ライブ
ラリの最前線で一緒に現場の問題に直面し、思考すること
が、こうしたテーマで執筆していく上でどれだけ参考になっ
たかは言うまでもないだろう。 
 こうした電子媒体、つまり特定の場所に制約されず、それ
自体物理的な形をもたない学術情報が急増する中、それ
にともなって変わっていく読書空間の「いま」を考えさせられ
ることは多かった。その一方で、いやそれゆえにともいえよう
が、図書館との関わりを通して私が強く意識させられ、考え
させられたのは、むしろ具体的な場所、そして物理的な形
をもった図書館という「函」の重要性だったのかもしれない。 
 
「函」の輪郭 
 私は、別に紙の書物の信奉者ではないし、物理的な書物
が並んだ図書館という場所に過剰な愛着をもっているわけ
ではない。デジタル化された書物や雑誌に抵抗感はなく、
その便利さを身にしみて経験してきた世代でもある。だがそ
れでも強調したいのは、棚や書庫といった物理的な空間の
担ってきた役割だ。これは、特に娯楽で、というよりも何かを
体系的に学ぶ場合、そして特にそれを学び始めた人々にと
って、重要だと考えている。 
 もともと学問や知は物理的な形をもったものではないし、
それを図書館という「形」に整理、分類して押し込めること
は、ある意味無理があるのも確かだ。けれど、わかりやすい
「形」があるからこそ、私達はそれを批判したり、発展させた
り、場合によっては壊したりすることができる。カオスのような
膨大な情報が、物理的な場所を占めることなく果てしなく連
なった知の体系の中で何かを作り出したところで、それを評
価するのも伝えるのも難しい。特に、初学者にとっては、具
体的な広さと物理的な限界をもった「場所」で学んでいくこと
が、自身で研究できるようになるまでの大事な補助輪のよう
に機能する。 
 図書館の棚はそうした「函」のよい例である。関連する研
究書が棚という一定の範囲内に「見える」「並んでいる」こと
が、どれだけ私達が研究してきた中で役立ってきたことか。
研究しながら、私達は棚を読み、棚に示唆され、教わってき
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た。長い時間をかけて選び、蓄積された書架は、その図書
館の作り出した作品に他ならない。そしてそれは閉架式で
はなく、すべての利用者が棚を直に見て、選べる開架式の
形をとっている。早稲田大学図書館ほど、巨大で優れた作
品、すなわち棚を惜しげもなく公開している場所を私は知ら
ない。正直なところ、私は早稲田大学図書館の棚の写真を
すべて撮って本にでもしたいくらいである。 
 
仲介する技術 
 むろん、今日ではレファレンス文献や専門図書の書架と
いった、物理的な「函」の中で作業するだけでは不十分だ。
言うまでもなく、各種電子ジャーナルやインターネット上の
各種の情報ソースを含めて、物理的な「函」が見えない学術
情報がいまや膨大に提供されているからだ。図書館が、い
ろいろな講習や、情報ガイダンスに力を入れているのは、こ
うした見えない「函」の役割を、かわりに補完しているからで
もあるだろう。これまでは当たり前のものだった物理的な枠
組が見えない以上、その情報への入り口や使い道を、見え
る形で誰かが示す必要が出てくる。 
 図書館という物理的な「函」は、これまでは情報を段階的
に学ぶ効果的なガイド役ではあったが、現在の多様な情報
に対しては、さらなるガイド役、つまり司書や図書館スタッフ
の側の役割が必要になる。早稲田大学図書館でも、利用
者がこうした学術情報リテラシーを身につけるための活動
を、大学のカリキュラムと連携、協力して展開してきている。
提供する情報と、利用者側とのニーズのマッチングは、かつ
てとは比べものにならないくらい難しくなっているのが現状
なのだ。それゆえに図書館スタッフの、こうした読者と情報
をつなぐ、仲介する技術が今後も求められていくことになる
だろう。 
 
 これは何も電子情報にかぎった問題ではない。図書館に
関わっている期間にも、薩摩治郎八関係資料を含めて、多
くの貴重資料の寄贈があった。まだまだ活用されていない
資料が図書館にはたくさんある。それは膨大な資料を抱え
る図書館には必ずついてまわる問題だ。きっと活用したい
人がたくさんいるであろう資料、あるいはそれを使えばいろ
いろな成果があげられるような資料が、活用されずに図書
館にある一方で、自分の見つけたい資料や、自分に役立
つ資料がうまく見つけられない利用者達もたくさんいる。こう
いういわばミスマッチを解消していく仕組みや試みは、まだ
まだ考えて行けそうだ。 
 昨年の大震災は、ここで述べたところの「函」を、広範囲で
壊滅させ、また損害を与えていったが、図書館自体がそうし
た震災の中でどういった役割を担っていくべきなのか、その
役割を問われる機会ともなったと思う。図書館という場所を
利用しながら、今一度、図書館という「函」、そしてそこで書
物を仲介する人や物に関心を向けるのは、これからの教員
にとっても学生にとっても、かけがえのないことのように思う。 
 
図書館による情報ガイダンスの一例 
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